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令和８年度  岩手県立療育センター  療育研修会 
 

期日：令和８年 10月 7日（水） 

（オンデマンド配信：令和８年 10月 14日（水）～11月 13日（金） 31日間） 

開催方法：WEB研修 
 

― プログラム － 

研修会日程 

12：00 

12：50 

受付 

オリエンテーション 

開会  所長挨拶 

13：00 講座１ 

「子どものウェルビーイングをつくるもの：子ども時代とともにある私たちにできること」 

国立成育医療研究センター、こどもの虐待防止センター小児科医師 山口有紗   

14：00 講座 2 

「超重症・準超重症児（者）が入所する医療機関の現状と課題」 

県立療育センター所長 小児科医師 亀井 淳  

14：45 休憩 

14：50 講座３ 

「児童精神科における薬物療法について」 

児童精神科長・児童精神科医師    加藤  幹   

15：40 休憩 

15：45 実践発表    

１ 「小児科外来看護師における神経発達症児への関わり方の取り組みについて～ペアレ

ント・トレーニングの手法を取り入れて～」   

 看護部 小児科外来 看護師 佐々木 郁子   

小児科外来診療においてペアレント・トレーニングが有効と考え、外来看護師がその手法を取り入
れた取り組みを報告する。 

 ２ 「車いすの取り扱いと移乗介助のポイント」  

診療部 訓練科 主査理学療法士 風祭 総子  

当センターで実施している車いすの取り扱いと移乗介助について、安全な支援に必要な確認事項
や介助時のポイントを紹介する。 

 ３ 「児童発達支援事業・生活介護事業所「かがやき」の活動紹介」   

   育成部 重心通所係 保育士 花坂 友則 

「かがやき」の活動の特徴や工夫、今後の課題について紹介する。 

 ４ 「当センターで実施している難聴児支援事業について」   

相談支援部地域療育支援係 言語聴覚士 八重樫 恵子 

令和６年度より、国が進める聴覚障害児支援中核機能モデル事業の一環として県から難聴児

支援事業の委託を受け、専任の言語聴覚士を 1名配置して支援事業を行っている。今回はその

取り組みについて紹介する。 

 ５ 「高次脳機能障害から考えるレジリエンス」 

障がい者支援部 生活支援員 齋藤 貴大 

高次脳機能障害という見えにくい障害を入口に変化した自己像と現実との向き合い方や、再び
歩き出す力と、支援者に求められる役割について考える。 

17：00 終了 

 

 


